
Le passé composé (複合過去)

I. Les sens (意味)
A. Action passée (過去に起こった動き)

過去形使いたいとき、だいたい複合過去か半過去にする。基本的に、複合過去は動きの時

制で、半過去形は描写の時制である。

例：

　 

B. Expérience (経験)

経験に付いて話したいとこ、複合過去を使う。

例：

II. La construction (作り方)
A. Être 

Sujet + être + participe passé (+e) (+s)

主語＋''être''助動詞＋過去分詞（＋e）（＋s）

例：

B. Avoir 

Sujet + avoir + participe passé

主語＋''avoir''助動詞＋過去分詞

例：

複合過去 半過去

  彼が食べた。 彼が食べていた。
   Il a mangé.   Il mangeait.

フランスに行ったことがある。 フランスに行ったことがない。
   Je suis déjà allé(e) en France. Je ne suis jamais allé(e) en France.

着いた。 着いていない。
Je suis arrivé(e).     Je ne suis pas arrivé(e).

   歌った。               歌わなかった。
J'ai chanté. Je n'ai pas chanté.
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III. Les problèmes (問題)
A. Être ou avoir 

''être''助動詞 ''avoir''助動詞

① : 行く(aller)、来る(venir)、出発する

(partir)、着く(arriver)、入る(entrer)、出かけ

る(sortir)、通る(passer)、泊まる(rester)、上

る(monter)、降りる(descendre)、落ちる

(tomber)、生まれる(naître)、死ぬ(mourir)

例：行く (aller) → Je suis allé(e)

①の例外 : 目的語があるとき。

例：上った → Je suis monté(e).

例：階段を上った → J'ai monté un escalier. 

②代名動詞 : 洋服を着る、起きる…

例：起きる (se lever) → Ils se sont levés
例外が完璧にない

B. Construire le participe passé (過去分詞の作り方)

動詞の過去分詞作りたいとき、ステップ三つがある：

１：動詞の原形を探す。 例： 話す → parler

２：動詞の原形の語尾を抜ける。 parler → parl

３：その動詞のグループの過去分詞形の語尾を付ける。 parl → parlé

例 第一グループ
er → é

第二グループ
ir → i

第三グループ

覚えるしかない

原形 manger  /  chanter choisir  /  finir faire  /  pouvoir

過去分詞 mangé  /  chanté choisi  /  fini fait  /  pu

C. Accord du participe passé (過去分詞の一致)

''être''助動詞の場合は、過去分詞は主語に一致する

''avoir''助動詞の場合は、過去分詞は主語に一致しない。

目的語は動詞の前に置いてある場合は、その目的語に一致する。

彼は着いた。 　彼女は着いた。 彼女たちは着いた。

   Il est arrivé       Elle est arrivée    Elles sont arrivées

彼はりんごを食べた。 彼女たちはりんごを食べた。
Il a mangé une pomme. Elles ont mangé une pomme.

彼が食べたりんご。 → La pomme qu'il a mangée.
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